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会 議 録 

会議名 
令和８年度第１回八戸市地域スポーツ・文化芸術活動検

討協議会 日時 

令和８年７月 1５日

（水） 

14：30～16:00 

次第 

１ 開会 

２ 出席者紹介 

３ 委嘱状交付 

４ 委員紹介  

５ 教育長挨拶 

６ 議事 

⑴ 八戸市 中学校における休日の部活動の地域

展開推進計画について 

⑵ 中学校部活動の地域展開に関する令和７年度 

の取組報告 

⑶ 中学校部活動の地域展開に関する令和８年度 

の取組 

⑷ その他 

 ７ 事務連絡 

８ 閉会 

場所 
八戸市庁本館３階 

第二委員会室 

概 要 

進 行 

 

 

 

 

 

 

 

 

進 行 

 

 

 

 

 

 

 

進 行 

 

ただいまから、令和８年度第１回八戸市地域スポーツ・文化芸術活動検討協議会を開催

いたします。 

本日は、委員 12名中 11名の御出席をいただいております。 八戸市地域スポーツ・

文化芸術活動検討協議会会則第 5 条第 2 項の規定により、委員の過半数が出席して

いるため、本協議会は成立しておりますことを御報告いたします。  

では、教育委員会からの出席者を紹介いたします。  

 

（教育委員会出席者紹介） 

会議に先立ちまして、検討協議会の委員の変更がございますのでお知らせいたし

ます。現在、委員が 1名欠員となっておりますが、新たに株式会社ヴァンラーレ八

戸執行役員 中村圭悟様が委員に就任することとなりました。新たに委員に就任さ

れました中村委員へ、齋藤教育長より委任状の交付を行います。中村様御起立くだ

さい。  

（委任状交付） 

 

ここで、令和８年度第１回目の本検討協議会の開催に当たり、委員の皆様を御紹

介いたします。 



2 

 

 

 

 

進 行 

 

教育長 

 

進 行 

 

 

進 行 

 

 

会 長 

 

進 行 

 

 

会 長 

 

 

 

会 長 

 

会 長 

 

 

 

事務局 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（委員出席者紹介） 

 

引き続き、教育長が御挨拶申し上げます。 

 

（教育長挨拶） 

 

教育長、部長、次長は次の公務の都合上、ここで退席させていただきます。 

（教育長、部長、次長退席） 

 

それでは議事に入らせていただきます。議事に先立ちまして、会長から御挨拶を

お願いいたします。 

 

（会長挨拶） 

 

ありがとうございました。それでは議事の進行は会長にお願いします。よろしく

お願いいたします。 

 

それでは早速、議事審議に入らせていただきます。審議は八戸市附属機関の設置

及び運営に関する要項及び附属機関の会議の公開等に関する取扱いに基づき、原則

公開することとされております。本議事審議を公開してよろしいでしょうか。 

 

発言はありませんが、異議なしとそのように受け止めます。 

 

それでは次第に沿って進めたいと思いますので、委員の皆様には御協力のほどお

願いいたします。まず、本日の議案提出理由について事務局から説明をお願いいた

します。  

 

今回また担当になりました学校教育課の山田と言います。私の方から提案理由等

説明させていただきます。それでは座って失礼します。 

まず、議案１、八戸市中学校における休日の部活動の地域展開推進計画について

です。本推進計画は、将来にわたり、子どもたちがスポーツ・文化芸術活動に継続

して親しむことができる環境を整備するため、昨年度、本検討協議会において委員

の皆様から多くの貴重な御意見をいただきながら、協議、検討を重ね、本年 5月に

策定したものです。本日は計画策定の御報告をするとともに、今後この計画に基づ

き地域展開を着実に推進していくため、改めて計画の概要について御説明するもの

です。   

続いて、議案２、中学校部活動の地域展開に関する令和７年度の取組報告につい
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てです。令和７年度は、八戸市地域クラブ活動の実施を始め、本検討協議会での協

議、八戸市地域クラブ活動や合同部活動の実施、部活動指導員の配置など、地域展

開に向けた様々な取組を進めてまいりました。これらの取組状況について御報告す

るとともに、成果や課題を共有し、今後の地域展開の推進につなげるため提案する

ものです。 

  続いて、議案３、中学校部活動の地域展開に関する令和８年度の計画についてで

す。 令和８年度は、昨年度の令和７年度の取組状況や課題を踏まえ、八戸市地域ク

ラブ活動や合同部活動の実施、検討協議会の開催、部活動指導員の配置などの取組

を継続して進めてまいります。本日はその実施計画について御説明するとともに、

令和 13年度を見据えた持続可能な地域展開を進めるため、委員の皆様から今後の方

向性や課題について御意見をいただきたいと考えております。   

最後に、議案４、その他です。中学校部活動の地域展開をより着実に推進してい

くため、本日の議案以外にも、日頃感じておられることや、今後の取組に関する御

意見、御提案などがございましたら、忌憚のない御意見をいただき、今後の施策の

参考としてまいりたいと考えております。   

以上が本日の議案の提案理由です。本日はそれぞれのお立場から率直な御意見を

賜りますようよろしくお願いいたします。事務局から以上です。  

 

議案提出の理由ありがとうございました。ただいまの説明に対し、御質問等ござ

いますでしょうか。 

 

無いようですので、それぞれの案件の議事を進めたいと思います。八戸市中学校

における休日の部活動の地域展開推進計画について、事務局から説明をお願いいた

します。  

 

 それでは議案１、八戸市中学校における休日の部活動の地域展開推進計画につい

て御説明いたします。資料１を御覧ください。 

  まず始めに、委員の皆様に改めて御礼申し上げます。本推進計画は、昨年度本検

討協議会において御協議いただき、委員の皆様からいただいた貴重な御意見や御提

言を踏まえ、このたび、令和８年５月に策定することができました。各委員の皆様

には、それぞれのお立場から活発かつ建設的な御意見をいただき、当市の実情に即

した計画として取りまとめることができました。皆様の御理解と御協力に対して、

改めて心より感謝申し上げます。本日は策定いたしました推進計画について、改め

て概要を御報告いたします。 新たに委員に就任された方もいらっしゃいますので、

計画のポイントを中心に御説明いたします。 

  本推進計画は、少子化の進行による生徒数の減少や部活動を取り巻く環境の変化

を踏まえ、将来にわたり子どもたちがスポーツ・文化芸術活動に継続して親しむこ

とができる環境を整備するため、中学校部活動の地域展開を総合的、計画的に推進
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することを目的として策定したものです。計画期間につきましては、令和 11 年度

までに可能な限り休日の中学校部活動における地域展開を実施することとし、さら

に令和 13年度までには、学校や地域の実情に応じた地域展開を進め、休日の学校部

活動から地域クラブ活動等への移行をし、部活動の平日化を目指すこととしており

ます。基本目標は、子どもたちが自分のやりたい活動に自分らしく取り組める環境

づくりとしております。この目標の実現に向け、スポーツ・文化芸術活動に親しむ

ことができる環境の整備、様々な運営主体による多様な地域クラブ活動の展開、適

正な活動と持続可能な推進運営体制の構築の三つを基本方針として掲げておりま

す。子どもたち一人一人が、自らの興味や関心に応じて活動を選択し、安心して継

続できる環境づくりを進めていくことを基本的な考えとしております。また、施策

の方向性としては、国や県の方針、市の状況を踏まえながら地域展開を進めること

としております。具体的には、人材バンクの整備や指導者養成による人材の確保、

地域クラブの認定制度の整備、活動場所となるスポーツ・文化施設の確保、保護者

負担への配慮や困窮世帯への支援、参加者の保険加入など、地域クラブ活動を持続

的に運営していくために必要な環境整備に取り組むこととしております。今後は、

本推進計画に基づき、関係団体の皆様と連携協力しながら各施策を着実に進めると

ともに、本協議会におきましても、取組状況や課題について御報告し、委員の皆様

から引き続き御意見をいただきながら、当市の地域展開を推進してまいりたいと考

えております。詳細につきましては、お手元に配布しております推進計画の本編を

後ほど御覧いただければ幸いです。以上で、議案 1 八戸市中学校における休日の部

活動の地域展開推進計画についての説明を終わります。  

 

ただいまの説明に対し、御意見、御質問等ございませんでしょうか。委員の皆様

の身近なところでの子どもの様子、スポーツの地域展開の様子等、「今このようにし

ているんです」というようなお話でも結構ですので、出していただければありがた

いと思います。  

推進計画では、令和 13年度には休日の学校部活動を行わないということを目指し

ているという認識でよろしいでしょうか。   

 

 はい。 

 

令和 13年度には完全に休日の部活動を行わないという方向に進みつつあるわけで

すが、学校の施設というのは地域の中でとても重要な拠点となっていますので、そ

の施設の利用等についても、地域といろいろお話をして進めていかなければならな

いということがあると思います。 

○○委員いかがでしょうか。 休日の地域展開を目指して進んでいる中で、保護者

の立場として何か問題点、あるいはこうしてほしいというようなことがありました

らお願いします。  
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流れとしては、平日、部活動を行わないということで進むと思って聞いておりま

した。運動部に関しては、その施設の利用があればできると思いますが、文化部に

なると楽器とか高額なものうんぬんということが関わってくるので、そこをどう整

備するのか、管理していくのか、そういったところが非常に難しいところになって

くると思っております。その辺も会議の進め方で出てくるところだと思いますの

で、その際にはお聞きしたいと思っております。以上です。 

 

ありがとうございました。○○委員いかがでしょうか。市中文連の立場として、

用具などを学校の物を使うということもあると思いますが、いかがでしょうか。 

 

特に文化部では、今言われたように、吹奏楽部が大きな人数を占めているのです

が、音楽室を利用することが多いため、そうなると校舎の中の管理となり、結構難

しいものがあると思っています。教員がいない状態で開けて入っていくと、音楽室

以外の場所もあるので、全教室に鍵をかけるとか、そういうことまで整備していか

ないと難しいのではないかというのもあります。 

 

ありがとうございました。その他、皆様いかがでしょうか。○○委員お願いしま

す。 

 

令和７年度の報告の「部活動指導員の設置について」というものがあります。令

和７年度には 13名の方が部活動指導員をしているということですが、学校数とか

を加味して 13名というのは十分に足りている 13名なのか、まだまだ足りないとい

う 13名なのか。現時点でいかがでしょうか。 

 

この部活動指導員 13名というのは、もともと学校から希望を募りまして、その希

望のあった学校に配属しているということになります。学校の希望には現段階では

応えられているとは思うのですが、これが十分に満たされている状態かと言われる

と、確認をしてみないと分からない状況です。  

 

学校の方からお話を伺うと、部活動指導員が欲しいという学校は、その方を探し

て申請しなければならないというような流れになっていますが、その当事者の学校

が指導員を見つけるということがなかなか思いどおりにいっていないと聞きます。

できれば欲しいけれど、それはどなたにお願いすればよいのか。探すといってもな

かなか難しく手を挙げていないと聞きます。それはこちら事務局まで伝わっている

のか分かりませんが、私の感覚では欲しいけれど探せないというのが現状だという

ように感じております。結論を出さなくてもよいのですが、現状だけを教えていた

だきたい。  
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部活動指導員は、昨年度 13名と記載されております。この他に、外部指導者とい

われる立場の方もおり、そちらの方は大体 300名近くの方々が各学校で部活動の指

導をされています。この外部指導者の方々は、部活動指導員とは違う立場にはなり

ますが、同じように学校で各部活動の指導に携わっていただいている状況です。  

 

各学校の各種目ごとにという形ですか。 

 

そうです。そちらも、各学校で地域の方々の協力を得ながら、まず見つけてくだ

さった方はこちらに連絡をしていただいています。 

 

 部活動指導員は、会計年度任用職員ということで、きちんと給料をもらって活動

をされていますね。外部指導者というのは、現時点で、その学校の内部のものとし

て、こちらの事務局では携わっていないということですか。 

 

はい。外部指導者の方は学校の組織の中には位置付けられてはおりません。謝礼

とか報酬という部分もございますが、市教育委員会で行っているのは、活動の中で

けが等を負った場合の保険をかけるというような取組をもって外部指導者の方々に

還元している部分がございます。  

 

分かりました。 

 

どうもありがとうございます。指導者が部活動指導員と外部指導者、いわゆる外

部コーチという呼び方をしており、区別があるという説明でした。他いかがでしょ

うか。 

無いようですので次の案件に移ります。議案２、中学校部活動の地域展開に関す

る令和７年度の取組報告について事務局から説明をお願いいたします。 

 

それでは議案２、中学校部活動の地域展開に関する令和７年度の取組報告につい

て御説明いたします。資料２を御覧ください。スライドナンバーに沿って御説明し

ます。       

大きく分けて４つの内容について説明をしていきます。昨年度もある程度報告し

ている内容になりますので、復習に当たるような部分もあると思いますが御了承く

ださい。 

それでは３枚目のスライドになります。１番、八戸市地域スポーツ文化・芸術活

動検討協議会についてです。昨年度は年４回、７月、9月、11月、１月の４回実施

をしております。主な議案といたしましては、八戸市中学校における休日の部活動

の地域展開推進計画の策定について議論いただきました。２番目は、合同部活動と
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国の実証事業（八戸市地域クラブ活動）、３番目は、中学校部活動の地域展開に関す

る検討状況等についてです。こちらは電子リーフレットを新たに作成し、保護者の

皆様や学校関係者の方々、その他の関係者の方々に配布をしております。４番目

は、令和７年度合同部活動と地域クラブ活動の取組となっており、５番目は、先進

地の視察報告についてが主な議案になります。 

４枚目のスライドになります。２番目の八戸市地域クラブ活動（休日）について

です。こちらの活動は、市内の中学生であれば、学年あるいは部活に関わらず、誰

でもどの活動にでも参加ができるというものになります。学校の連絡用アプリ

「tetoru」を通じて保護者へは周知をいたしました。実施期間は令和７年 11月１日

から令和８年２月 22日までとなっており、参加料及び保険料に関しては徴収はして

おりません。この部分については国の委託金で賄っております。なお、文化芸術活

動は材料費のみ徴収をしております。 

５枚目のスライドになります。アプリケーションを活用した連絡体制の整備を行

いました。スケジュールや連絡につきましては、アプリを活用し、直接保護者とや

り取りをするようにしております。学校が間に入らず、直接教育委員会と保護者の

間でやり取りをするような連絡体制を整備いたしました。 

６枚目のスライドになります。実施回数と参加者数につきましては、表のとおり

になっております。実施回数は延べ合計回数、参加人数は延べ人数となっておりま

す。なお、この地域クラブ活動への登録者は合計 300名となっております。複数の

活動に参加して、活動をしている生徒も見られました。例えば、陸上と美術に登録

をし、同じように二つの活動を行っている、そのような生徒も昨年度はおりまし

た。 

７枚目のスライドになります。こちらは地域クラブ活動の様子になります。スポ

ーツ活動は主に、スケート連盟や剣道協会と連携し、指導者を確保いたしました。

文化芸術活動につきましては、主に市教育委員会から直接指導者を依頼し、指導者

を確保するようにしております。各会場費、燃料費等は国の委託金で賄っておりま

した。 

続いて８枚目のスライドになります。こちらは昨年度、地域クラブ活動を実施す

る前段階として、合同部活動を実施したものになります。こちらの合同部活動につ

きましては、各校の部活動ごとに参加が可能となっており、引率の教員も必要な活

動になります。こちらの活動につきましては、表のとおり、スポーツ活動は合計 13

回活動を行っております。参加校、参加者数は表のとおりとなっております。  

９枚目のスライドになります。合同部活動の文化芸術活動の内容となっておりま

す。この合同部活動を前段階とし、昨年度の下半期から地域クラブ活動を実施して

まいりました。  

10枚目のスライドは合同部活動の活動の様子です。地域クラブ活動の様子とほと

んど変わりはございませんが、こちらの写真のとおり様々な活動を行っている様子

が分かると思います。各学校に呼びかけ、希望する学校が合同で活動を行いまし
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た。下段の八戸小唄、AI 浮世絵画像、遮光器土偶作りは全て総合文化部の合同部活

動ということになっております。  

続いて 11枚目のスライドになります。昨年度、八戸市地域クラブ活動の成果にな

ります。一つ目は、学校を介さずに、誰でもどの活動にでも参加できる体制を整備

することができました。二つ目は、連絡用アプリを活用した保護者との連絡体制の

整備をすることができました。三つ目は、主にスポーツ活動についてですが、スケ

ート連盟や剣道協会、大学などの関係機関等と連携し、指導者を確保することがで

きました。四つ目は、参加者のアンケートによるところですが、学校では体験でき

ない内容や専門的な技術等に触れたことにより参加生徒の満足度や充実感の向上が

見られました。   

12枚目のスライドになります。課題といたしましては、期間、回数、内容等の拡

充です。現在は個人の活動を中心に地域クラブ活動を展開しております。特に団体

競技等の展開が課題となっております。二つ目は、指導者の確保及び研修体制の整

備についてです。活動によっては指導者が不足している状況があります。人材バン

クの整備、活用も課題の一つとなっております。三つ目は、活動場所の確保です。

現在は活動する場合は市内一箇所に集合して活動を行っております。しかし、この

状況が送迎の負担にもつながっており、送迎の課題とセットで考える必要がありま

す。四つ目は、中学校部活動との連携です。休日の部活動と地域クラブが併存して

いる状況となっております。日程が重複した時や、子どもの取り合いにならない工

夫を今後考えていく必要があります。 

最後、13枚目のスライドは、部活動指導員の設置状況です。目的といたしまして

は、専門的な知識、機能を有する人材を希望する学校に配置し、生徒の活動環境の

充実及び教職員の負担軽減を図ることであります。令和７年度までに徐々に人数を

増やしております。令和８年度は 17名を配置しております。配置人数につきまして

は、御覧のとおり増加傾向にあります。以上で事務局からの説明を終わります。  

 

ありがとうございました。令和７年度の活動の様子でした。皆様から質問、意見

等ございませんでしょうか。写真等で掲載されておりますが、スピードスケートも

複数回開催しております。  

○○委員いかがでしょうか。あのリンクによくいらっしゃっていますので、様子

等、見たところで教えていただければと思います。 

 

今ここで言えるような内容がないです。 

 

他から聞いたようなことだとか、普段の教室のこと、合同部活動のことでなくて

も、滑っている子からこういう話があったというような内容でも、もう少し詳しく

様子を知りたいというようなところありましたら皆様どうぞ。 
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「部活動指導員の設置について」では、令和８年度 17名ということですが、年度

内でも、校長の希望があれば増やすことが可能ということですか。それとも４月１

日からということですか？ 

 

今年度はこの人数から変更することはできないこととなっております。前年度に

部活動指導員の希望を取りまして、その希望に沿って今年度の部活動指導員の配置

をしております。 

 

部活動指導員というのは、当該校の学校長がまず希望するということですね。 

 

はい。 

 

外部コーチに関しても、当該校の校長が顧問の意向を汲んでお願いするというこ

とですね。 

 

委嘱状は、各学校で出していただいております。中学校につきましては、校長名

で委嘱状を出していただき、外部指導者として活動してもらっています。 

 

各学校の校長が、この方は部活動指導員で希望する、この方は外部コーチで希望

するというような、線引きは、当該校の校長が決めるということですか？ 

  

そういうことになります。先ほども話がありましたが、会計年度任用職員として、

報酬を出す方が部活動指導員ということになります。その部分につきましては、各学

校で、部活動指導員としてお願いできる方と外部指導者になる方と決めるようになっ

ております。 

 

会計年度任用職員というのは分かりますが、例えば部活動指導員に関しては、公

認の資格、このぐらいの資格がなければだめとか、そういうのは一切ないですか？ 

 

それは一切ございません。 

 

分かりました。 

 

今、○○委員から最後のほうにありました、コーチの資格について、コーチの資

格についても、やはり保護者の皆様の信用を得るという意味でも、徐々に充実して

いく必要があるのではないかと思います。もちろん、各競技団体等で、公認コーチ

等の資格を取るような進め方はされていると思いますが、研修に行かなければなら

ない等のこともありますので、仕事をしていると休みをもらって行くというのも難
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しいのではないかと思います。ただ、保護者からすると、この資格を持っているか

ら自分の子どもをお願いしたいということも徐々に出てくるように思われます。部

活動指導員、外部コーチについて、意見質問が出ていますが、このあたりについて

いかがでしょうか。  

 

部活動指導員のうんぬんのところで、こういう人がいればよい、欲しいという、

各学校側の希望に対して、人材バンクがあるわけですよね。市でも整備するんです

よね。  

 

 現時点では、地域クラブ活動の指導者として、登録していただいた方を、市教育

委員会の人材バンクに登録しています。部活動指導員は登録しておりません。  

 

 部活動指導員についても、バンクに登録したい人がおり、上手にマッチングすれ

ばよいとは思いますが、例えば地域的に離れ過ぎているなど、上手に組み合わない

のかなというようなことを考えていました。「こういう人がいますよ」と紹介する時

もあるわけですか？ 

 

現時点では、そのような紹介等は市教育委員会では行っていない状況です。 

 

 希望する学校が一生懸命探さなければならないというわけですね。それがその学

校にとってはすごく負担で、探す手間がかけられないというような話を聞いていま

す。そこが、課題であると感じております。人材バンクについて紹介はしないが、

確認をすることはできるわけですよね。 

 

今はあくまで事務局側でしか、その人材について確認することはできないです。 

この人材バンクというのは、地域クラブ活動のために、整備しており、部活動指

導員には、対応しておりません。  

 

部活動指導員を決定するためにも、それ相応の審査的なものはありますか？ 

 

部活動指導員を決定する際は、まずは書類を提出していただき、面接をし、その

後正式に委嘱状を交付して、採用という流れで、年度初めに行っております。 

  

 ありがとうございます。 

 

活動の写真の中で、どうしてもスポーツ系の方に目が行きがちですが、文化部も

たくさん集まって取り組んでいる、楽しそうな様子がございます。こういうことを

やって楽しかったと言っているということや、こういう取組の方法もあるのではな
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いかなど、○○委員いかがでしょうか。  

 

文化部は結構たくさんの種類があります。例えば俳句とかは、そんなことを子ど

もたちはするのかなと思っても、結構この頃人気が出ているので自分たちはやって

います。でも、それを生徒たちはこんなことをしたいと書いても、それはあるんだ

ろうかということが分かるのかなと思うことがあります。 

  アプリを見ても、その中に、もし「こんなのもありますよ」というのがあれば、

分かると思いますが、子どもたち自身が「私はこれをやりたい」と思って書いてく

れるのかななんて思ったりもするんですよね。だから、「こんなのもあります」とい

うのが、もう少し増えればと思います。今のところでは、日本舞踊は流し踊りのと

ころに書いてありましたが、もう少し文化部が増えるとよいと思います。 日本舞踊

もあるし、洋舞踊といって、バレエとか、モダンダンスとか、そういうのもありま

す。生徒たちが自分らしくというのであれば、本当はこんなことをやってみたいけ

れど、もう自分が大きくなったから無理だなんて思ってやらない人たちもいるの

で、大きくなってからもできるんだっていうのが分かるような何かがあるとよいと

考えていました。それが一番分かりやすいので、言っていただければと思いまし

た。  

 

ありがとうございました。事務局、いかがでしょうか。学校の垣根を、あるいは

部活の垣根も超えて、文化系のものを作ったり、ワークショップしている子どもた

ちの様子のお話をいただければと思います。 

 

文化に関しては、今年度の話になりますが、もともと運動部に所属している子ど

もたちが、文化の茶道に興味を持って参加をしている子どもたちも結構おります。

美術に関しましても、興味を持って、毎回毎回活動に参加をしたいという子ども

は、昨年度に比べると今年度は増えているということは感じておりました。本来で

あれば文化を担当している安田がもう少し詳しいことを答えられたと思いますが、

本日欠席になっておりました。 

 

ありがとうございます。○○委員お願いします。 

 

活動の場所の写真を拝見して、これはぜひお伝えしたいということは、この土日

の地域展開で、私が目にしてきたことは、事務局の方たちの献身的な取組でした。

この写真にある活動場所でたびたび姿を拝見しました。活動の開始から終了まで長

時間ずっと付き添って、子どもたちの面倒を見たり、保護者とのやり取りをしたり

して、「今日もですか」と声を掛けるほど活動場所に事務局員の方たちの姿がありま

した。 
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ありがとうございます。事務局の仕事も地域展開が進むにつれて、徐々に地域に

展開していくことも考えていく必要があると思います。  

そのほか、意見、質問等ないでしょうか。無いようであれば、次の案件に移りま

す。  

議案３、中学校部活動の地域展開に関する令和８年度の計画について、事務局か

らお願いいたします。  

 

 それでは議案３、中学校部活動の地域展開に関する令和８年度の計画について御

説明いたします。まず１点目、休日における八戸市地域クラブ活動の実施について

です。活動期間は令和８年５月２日から開始し、令和９年２月末まで、土曜日又は

日曜日に１回当たり３時間以内で実施しております。活動内容はスポーツ活動６競

技、文化芸術活動７分野の合計 13種目としており、各活動とも月２回程度の実施を

基本として、年間 20回程度としております。対象は市内中学校に在籍する全ての生

徒としており、活動場所は公共施設や民間施設、市内中学校などを活用しておりま

す。また、取組の特徴としては、生徒が学校の部活動に関わらず、自分の希望する

地域クラブ活動へ参加できること、教職員の引率を必要としないこと、アプリケー

ションを活用した申込みや運営、連絡体制を整備していることです。この部分は昨

年度から引き続き継続しております。また、今年度より保険料やアプリ使用料とし

て保護者から年会費 2,000円を御負担いただいていることが挙げられています。 

次に、地域における指導人材の確保についてです。現在、人材バンクの整備を進

めるとともに、競技団体等との連携や教職員の兼職兼業などにより指導者を確保し

ております。６月 30日現在の指導者登録数は 29名となっております。指導者への

謝礼は、実技指導を行う指導者が１時間当たり 1,600円、指導補助を行うアシスタ

ントが１時間当たり 1,000円としております。 

続いて６月 30日現在の取組状況です。地域クラブ活動への延べ登録者数は 274名

となっております。スポーツ活動では、ソフトテニスや剣道、バドミントン、陸上

競技での参加者が比較的多くなっております。一方、文化芸術活動では美術の登録

者が多い傾向にあり、日本舞踊については登録者が０名であったことから、合同部

活動として活動を実施している状況です。指導者については、競技団体等の指導

者、大学生、中学校教員など様々な立場の方々に御協力をいただいております。指

導者への謝礼については、国の補助金を活用しながら支払を行っておりますが、ク

ラブ参加者数に対する指導者の定数が定められていることから、活動によって十分

な指導者数を確保することができないなどの課題も生じております。   

次に、２点目の八戸市地域スポーツ・文化芸術活動検討協議会の実施についてで

す。今年度は記載のとおり、７月から来年１月まで計４回の検討協議会を予定して

おります。主な検討事項としては、地域クラブ活動の運営主体の在り方を始め、指

導者の確保や報酬研修体制、活動場所や送迎手段、保護者負担の在り方など、将来

を見据えた課題について協議していただく予定です。特に令和 13年度を見据え、持
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続可能な地域クラブ活動の体制づくりにつながる御意見をいただきたいと考えてお

ります。 

続いて、３点目の部活動指導員の配置についてです。先ほども申し上げました

が、令和８年度は希望する市立中学校 12校に計 17名の部活動指導員を配置してお

ります。内訳はスポーツ活動が 16名、文化芸術活動が 1名となっております。任用

期間は６月１日から２月 28日まで、報酬は１時間当たり 1,600円、勤務時間の上限

は１年間 210時間としております。部活動指導員の配置につきましては、教員の負

担軽減だけでなく、生徒への専門的な指導の充実を目的とした事業となっておりま

す。   

最後に、４点目の合同部活動についてです。合同部活動につきましては、将来的

に地域クラブ活動への移行を見据え、その前段階の取組として、中学校と連携しな

がら実施可能な種目や内容について取り組んでまいります。２枚目の資料は、中学

校部活動の今後の方向性を示したものとなっています。令和８年度は、平日はこれ

までどおり部活動を実施しております。休日につきましても通常どおり部活動を実

施しておりますが、合同部活動をし、地域クラブ活動も行いながら、休日の中学校

部活動の地域展開を推進してまいります。資料下の方には、当市の中学校部活動の

地域展開推進に向けた目標の図になります。推進計画にも記載してありますが、令

和 11年度までに可能な限り休日の部活動における地域展開を実施することとし、さ

らに令和 13年度までに学校や地域の実情に応じた地域展開を進め、休日の部活動の

平日化を目指します。今年度は地域クラブ活動の着実な実施とその検証を進めると

ともに、協議会での議論を通じて、令和 13年度を見据えた持続可能な地域展開のあ

り方について検討を深めてまいりたいと考えております。説明は以上です。 

 

ありがとうございました。ただいまの説明につきまして、御意見、御質問等いか

がでしょうか。○○委員お願いします。 

 

中体連の○○です。先ほど部活動指導員と外部指導者のお話にありましたが、と

ても重要な視点でありまして、中体連では部活動指導員制度ができてから、中体連

の大会の監督はこれまで教員しかできなかったものを、部活動指導員も監督として

ベンチやコートに入れるようになりました。これは大きな推進です。先ほどの働き

方改革もありますが、部活動指導員が監督になれるということは、各学校の引率計

画にも非常に大きな影響を与えています。よって、今年度の計画で部活動指導員が

13人から 17人に増えたので、多分、予算を取る関係もあるかとは思いますが、こ

れが増えていくことは、教員の働き方にとっては効果的なのではないかなと感じて

おりますので、よろしくお願いします。 以上です。  

 

ありがとうございました。○○委員、実際の生徒とのやり取りで何かよい面等が

ありましたら、どうぞ。 
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中体連の大会では、まさにこの 13名が監督として来ています。皆さんは競技に精

通しており、元教員の方が多いと感じていますので、全く違和感なくスポーツ活動

が健全に行われていると感じています。 

 

ありがとうございます。皆様いかがでしょうか。 

 

令和８年度の計画で、そのスポーツ活動６競技は全て個人競技ですが、将来的に

例えば野球、それからバスケットボ―ル、バレーボール、サッカーとか、そういう

団体競技をもう一種目くらい入れてもよいのではないかと思いますがいかがでしょ

うか。  

 

そうした課題につきましては、事務局でも、確認をしているところであります。

地域クラブ活動の中に団体競技を取り込んでいくことも含めて、事務局でも検討は

進めていきたいと思っております。併せて可能なところで、合同部活動につきまし

ても、地域クラブの前段階として、可能な部分を進めていくことができればという

ようなことでそれも併せて検討中でございます。  

 

佐々木先生がいるので、バスケットボールはどうですか。 

 

バスケットボールはどうしても人数が多くなるので、昨年度から地区で分けてや

ろうかという話が出ております。あとは、高校からも地域に貢献したいということ

で、いわゆるスポーツ科学科がある八戸西高校は施設が整っているので、昨年度、

陸上競技を高校の部員と一緒に取り組んで、今年度は球技の方で進めたいというこ

とで提案を受けていました。その辺も含めてバレーボール、バスケットボールで進

めていきたいと思っておりました。  

 

ありがとうございます。部活動指導員配置のことも、この中にありますけども、

地域の中で、要請されて、指導するというような場合も、サッカーですと、Jリー

グ発足の時から非常に研修等が多くあり、公認コーチをしっかり育成しているとい

う様子が伺えるのですが、地域の中では、いかがでしょうか。 

○○委員に来ていただいていますので、サッカーでは、チームに所属して、サッ

カーを通じて、子どもたちとやり取りをしているような指導する立場の様子があれ

ばどうぞ。  

 

まず私たちのクラブでは、選手の育成だけではなく、普及というものが一番大事

だと思っています。それは日本サッカー協会や、Jリーグから、指導者や選手の育

成よりも、まずはとにかく普及。サッカーというスポーツを普及することが一番大
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事だとしています。そういった意味では、クラブでやっている子どもが、だいぶ増

えてきている現状はあります。学校では、実際合同チームで出ているチームが逆に

増えている現状は一応把握していました。とにかくサッカーをやりたいという子ど

もが、何かしらの問題でできないという状況をなんとか良くしていきたいなと思っ

ていました。基本的には小学生は、誰でも経験があるなしに関わらずに、本クラブ

でやれる状況にはしていました。そういったところを更に進め、少しでもハードル

を下げ、やりたいという子どもたちがやれるようにしていきたいと思います。他の

指導者の方たちも、基本的には日本サッカー協会の資格がないとできないことにな

っているので、そういった研修もしっかり受けてやっています。後はその資格を持

ってる人を増やそうというのは、日本サッカー協会から言われているので、そうい

った方たちが、学校で、部活動指導員になれる状況は、これから増やしていける可

能性はあると思っていました。 

 

コーチの資格を持つ方がこれから増えていくという、大変嬉しい話だと思いま

す。あと皆様、いかがでしょうか。 

 

取組の中で、保護者から年会費 2,000円を徴収するという部分がありましたが、

これは今まで、参加無料ということで進めてきました。年会費を取るということで

大きな一歩というように思います。これが高いか安いかはよく分かりませんが、回

数とか、それから、送迎とかそれらを加味した時にどうなるのかということが 最後

にわかるとは思います。受益者負担的な考えがあれば、当然年会費はあってしかる

べきだなと思っております。 

ところで、この、2,000円の中身は、謝礼の部分に充当していくというようなも

のなのでしょうか。それとも、この括弧書きのアプリ使用料、保険料というだけの

ものなのでしょうか。 

 

今年度につきましては、この 2,000円の内訳としては、アプリの使用料と保険料が

全てになります。まず指導者の報酬につきましては、こちらは、国や県の補助金を活

用しながら、賄っている状況です。今、目澤委員からお話がありましたが、この 2,000

円の金額や、その指導者の報酬等の充当とかについても、逆に事務局からも皆さんの

意見をお聞きしたいというところがあります。 

 

分かりました。今 2,000円という金額ですが、このあたり、急ですみませんが、

○○委員いかがでしょうか。妥当だとか、高い安いという感じでもよろしいです。 

 

ちょうど孫が中学１年生で、このように決められて「2,000円ですよ。」と言われ

ると、「そうですか。」と言いそうな金額ではあると思います。ここで言わせていた

だくと、休日の部活に関して、種目が少ないことと、休日のみやるとなると、私か
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ら見るとイベント感が拭えない気がして、持続可能なものになるのかすごく心配な

ところではあります。年会費 2,000円なら、12で割っていくらなのと、私が保護者

だったら納得です。 

 

金額は妥当ということですけども、その回数が、年４回ということが、これが休

日全てと、令和 13年度からになった時に持続可能かどうかという問題でもあるので

はないかというお話でした。他いかがでしょうか。 

 

現時点で、この 2,000円は年４回を対象とした 2,000円ということでしょうか。 

 

年 20回となります。補足させていただくと、一つの活動につき 2,000円ではなく

て、例えば陸上もやるし、バドミントンもやりたいし、美術もやるとなっても年間

2,000円という料金になっています。実際にそのような子どもたちも活動しており

中には午前も午後も地域クラブの活動に参加するというような、忙しく活動してい

る子どももおります。 

 

その他、御質問がなければ、この案件についてはここまでということになります

が、よろしいでしょうか。そうしますと、本日予定した議事につきましてはこれで

終了となります。その他として、委員の皆様、また事務局から何かございましたら

どうぞ。  

 

まず皆さんに中体連の情報を提供します。令和８年の今年度、中体連に新たな参

加区分が設けられました。それが拠点校部活動方式のチームの参加です。これは、

全国で一斉に令和８年度から始まり、三八の夏季大会が先日６月に行われました

が、五戸町で拠点校チームが出場してきました。当市ではまだありませんが、県内

ではもう複数チームが拠点校部活動方式で出てきているところがあります。今、中

体連に参加しているチームは大きく分けて４つの区分があります。一つ目は、戦後

からずっと続いている各学校の部活動単独チームです。二つ目は、平成に入り少子

化が始まり、例えばサッカーであれば 11人いないといけませんが、 11人に満たな

いチームを救済するために学校同士がくっつく合同チームです。これは、今、夏の

甲子園の予選をやっていますが、高校も今すごく多くなってきたと思います。ここ

最近地域展開が進んで、地域クラブが増えてきています。三八も増えていますし、

県内はすごく増えています。上北はとんでもない量で増えているというのを今年、

実感しています。地域クラブが参入して、同じ学校の中学生同士が大会で試合する

というのが、三つ目の区分です。四つ目は拠点校の部活動というチーム区分です。

これは何かというと、合同チームが少ないチーム同士が救済するために同じチーム

を組ませるのですが、そもそもサッカー部のない学校というのもたくさんありま

す。でも、その子どもたちにサッカーをするチャンスを与えるのがこの拠点校方式
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で、例えばＡ中学校にサッカー部があります。これを拠点にして、サッカー部のな

い学校の子どもたちがここに集まってサッカーを学んでチームを作って中体連に出

ることができるというのが、今年度から始まった方式です。この情報を共有しなが

ら、事務局に質問は、この拠点校部活動について、話題になっているか、今後これ

を地域展開と絡めて考えていくことを模索しているか、まだ一切何も考えていない

のか伺ってみたいと思います。お願いします。  

 

現段階として、その拠点校部活動の実施につきましては、今年度は考えておりま

せんでした。今後検討を進めていかなければならない内容の一つであると考えてお

ります。ただ、今、合同部活動ということも考えておりましたので、これと絡めな

がら効果的に進めていくことが可能なのか、後は経営支援グループだけではなく

て、他のグループとも確認をしながら、例えば、その拠点になる学校と、その周辺

の学校をどのように分けていけばよいのかなど確認しなければならない内容がたく

さんあるのではないかと考えています。それを確認しながら、今後、検討していき

たいと思っております。  

 

ありがとうございます。中体連としても、この拠点校部活動方式をやっている自

治体の話を聞くと、少ししか研究してないのですが、メリットが多いと感じる点が

何点かあります。一つ目は、子どもたちに夢や希望を与えられます。部活動がない

からできないではなく、学校にサッカー部がなくてもサッカーを経験できるという

チャンスを与えられる。やっぱりスポーツ活動、文化活動、子どもファーストでな

ければならないというのは感じています。働き方の視点でも、これまで合同チーム

を組んだ時は、三つの合同チームを組むと、大会に出る時、三つの学校の先生が監

督になります。でも、拠点校だと１人で済むという意味で先生の数も減らせる。ま

してや先ほど言っていた部活動指導員が増えると、拠点校に部活動指導員が入り、

先生の力がなくても拠点にしたところで活動して、やりたい子どもたちが集まって

いくという仕組みが作れる。ひいてはそこに地域展開の推進として地域の方たちが

関わると、もっと地域展開のやりたいことが更に平日も含めて進むのではないかと

いう模索をしているところで、ぜひこの場でこれからも一緒に考えていければと思

っておりましたので、よろしくお願いします。  

 

貴重な御意見ありがとうございました。 

 

今週、中学校長会がありましたが、その中で運営委員会という限られたメンバー

だけの会議があります。そこでも拠点校を少し検討してもらえないかという話題が

出ておりました。全種目でなくてもよいと思うので、限られた種目でまずモデル校

みたいな感じで実践し、様子を見るというのもよいのではないかという話題が出て

いました。ぜひ検討していただければと思いますので、よろしくお願いします。 
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ありがとうございました。他にその他で皆様方からありましたらお願いしたいと

思います。 

 

施設開放のことです。中学校の部活動の土台になるのは小学校の愛好会だと思い

ますが、今小学校の愛好会もすごく人数が少なくなってきていて、単独でできない

というような感じを聞いておりました。その関係もあって、愛好会ですら、隣の学

校とくっついて参加しています。それでも徐々に人数が少なくなってきているの

で、クラブ化にしようかという話をした際に、クラブであればグラウンドを貸せな

いという小学校もあるようです。 愛好会であれば、土日祝日の午前中などに貸せま

すが、クラブになると 16時から 18時までの時間帯でないと貸せないという感じで

す。まだ小学校で理解がそこまでいっていないというところもあるようです。中学

校長会としても小学校長会には、お願いをしながらやっていかなければならないと

いうところは感じておりました。 あと、地域展開の推進計画にも施設開放のことが

書いてありました。12ページですね。 「施設使用管理の在り方」というところ

で、「小・中学校の施設を使用することも想定されるため、施設・管理に必要な体制

整備について検討する」というところがあったので、ここのところを検討しながら

進めていかないと、なかなか地域クラブが活動場所を手配するとなると、お金もか

かってくるので、苦しいところもあると思います。 公共の施設、小学校や中学校の

施設が簡単に借りられるような形を、小学校長会、中学校長会で模索していきたい

と思っておりました。以上です。 

 

ありがとうございました。○○委員お願いします。 

 

先ほど拠点校方式の話があったところですが、これは全国的に認められています

という声が出てくると、今の小学校６年生のお子さんの保護者から、その質問が来

るのではないかと予想されます。「八戸は来年度できませんよ。」と言ったら学区外

申請になるのか、いや、「検討しているので、そのまま学区の学校に来てくださ

い。」と答えられるのか、その準備をしておかないと、もしかすると質問が来る可能

性があると思います。今７月なので１２月の保護者説明会などに、答えを校長側も

準備しておかないといけないと考えると、検討の期間をなるべく早めにした方がよ

いのではないかと思います。 

 

学校教育課長の石丸と申します。先ほどの施設開放の件につきまして、確かに 16

時から 18時台が学校の範囲になっているところもあります。そちらについては、担

当が教育総務課になりますので、確認しながら小・中校長会とも連携していきたい

と思っております。 

二つ目につきましては、本来自分が進学する中学校にその部活動がないと、一番
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近くの学校に入学することが確かに可能ですが、拠点校方式となると、すぐには対

応も難しいと思います。こちらについては学校教育課の学務グループとも早急に確

認をして、校長会で説明していきたいと思っております。  

 

御回答ありがとうございました。他いかがでしょうか。 

 

話が戻ってしまいますが、次回の検討会で考えていただきたい内容になります。

現在 2,000円の年会費というお話をしました。こちらは保険料とアプリの使用料だ

けに使っています。指導者の謝礼の話もしていましたが、今、県や国の補助金が活

用できる状況で、この金額で継続することができています。この後、国や県の補助

金が更に制限されてきた時に、今の 2,000円という年会費のままでは、地域クラブ

活動の経営が難しくなると思います。指導者の謝礼や会場の使用料、燃料費等が払

えないなど予測されます。そういった場合に、やはり保護者負担額を引き上げてい

かなければ対応できないということも、事務局では検討しています。そうなった時

に、どの程度のものが今後、現実的であるか、次回の検討協議会で構いませんの

で、委員の皆さんの御意見をいただければと思っております。事務局からは以上で

す。  

 

ありがとうございました。以上で議事審議は終了といたします。事務局は本日の

審議内容を基に、次回に向けて準備をお願いしたいと思います。進行を事務局にお

返しいたします。 

 

長時間にわたりありがとうございました。事務局から事務連絡をいたします。 

 

次回の検討協議会の日程につきまして、２回目は、９月 25日金曜日 14時半から

と予定しております。また、後日改めて案内を送付いたしますので、御確認いただ

ければと思います。 

 

最後に、学校教育課長の石丸より御挨拶がございます。 

 

本日はお忙しい中、このようにお集まりいただきまして、誠にありがとうご

ざいます。まず、中学校における休日の部活動の地域展開推進計画が策定はい

たしましたが、実際にこれからどう進めていくかというところでは、課題が山

積していると感じております。人材確保の部分や、地域展開というものが持続

可能なのか、運営母体をどのようにしていくのかなど、また提案できればと思

っております。そのためにも是非また、委員の皆様からお知恵を拝借して、子

どもたちのためのよい良い環境づくりを進めていければと思っておりまし

た。今後ともお力添えいただければと思っております。どうぞよろしくお願い



20 

 

 

 

進 行 

いたします。以上です。  

 

これをもちまして、令和８年度第１回八戸市地域スポーツ・文化芸術活動検討協

議会を終わります。お疲れ様でした。どうもありがとうございました。 

 


